
 

 

【 

一
般
の
部
】 

最
優
秀
賞 

食
卓
に 

「い
た
だ
き
ま
す
」の 

も
う
一
品 

 
 
 

ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク 

優
秀
賞 あ

い
さ
つ
は 

何
に
も
ま
さ
る 

オ
モ
テ
ナ
シ 

 
 

表
無
五
輪
（オ
モ
テ
ナ
シ
ゴ
リ
ン
）  

増
や
し
て
く 

「ご
め
ん
」じ
ゃ
な
く
て
「あ
り
が
と
う
」 

 

ぴ
ー
や 

【 

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】 

最
優
秀
賞 

朝
日
よ
り 

大
き
な
「
お
は
よ
う
。
」
暖
か
い

鳥
の
す
っぱ
煮
く
ん 

優
秀
賞 

「お
は
よ
う
」の 

一
言
照
れ
る 

新
学
期 

                                    
 

み
か
ん 

こ
ん
に
ち
『は
』 

た
った
一
言 

広
が
る
『輪
』 

お
っぴ
ー 

１ 

 
 

県では、「さわやかほほえみあいさつ運動」を広く県民の皆様に知っていた 

だくとともに、あいさつの大切さやあいさつを交わすことの楽しさについて 

考えるきっかけとなるよう、「ＡＫＩＴＡあいさつ川柳」を募集しました。 

応募作品４,１２４句（一般の部７８７句、ジュニアの部３，３３７句）の 

中から選ばれた３０作品を紹介します。 
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＜審査委員総評＞ 

一般の部では、日常生活や

家族関係、秋田弁をテーマに

したユーモアあふれる作品や、

場面が目に浮かんでくるよう

な表現力の高い作品が多く見

られました。 

 ジュニアの部では、友だち

や先生と元気に笑顔であいさ

つを交わす様子や、あいさつ

運動に取り組んでいる様子な

どが素直な気持ちで表現され

ていました。 

 両部門とも、「人と人との心

をつなぐ」「相手を思いやる気

持ち」など“心を開いて相手に

近づく”というあいさつ本来の

思いがよく伝わってくる作品

が選ばれました。 

 「ＡＫＩＴＡあいさつ川柳」によ

って、皆様の日頃のあいさつ

がさらに楽しくなり、地域のコ

ミュニティづくりにつながれ

ばと思います。 
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